
都市再生整備計画　フォローアップ報告書
柏北部地区

平成２６年１１月

千葉県柏市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

指　標

柏の葉キャンパス駅周辺において集
合住宅開発が進み、近隣エリア内の
居住人口は順調に推移し単位面積
当たりの人口が増加し、数値目標の
達成に至っている。

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

職員ボランティアの解散や、福島第
一原発事故の影響に伴い、H23年度
に活動人員の減少があったものの、
その後、活動人員の増加や新たに
企画した「てづくり広場整備」へのボ
ランティア参加（近隣公園の芝張り
活動等を実施）等の取組みにより、
数値目標の達成に至っている。

駅周辺の開発に伴い、定住人口が
増加し、乗車人員が増加し、数値目
標の達成に至っている。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H25年度に新たに
企画したボランティ
ア活動人員増加の
ための取組みを実
施した

計測時期

H　　年　月

H　　年　月

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

○

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

H２６年５月

H２６年４月

H２６年６月

H　　年　月

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

47.2

1,072

13,974

○

△

○

目標値

47.2

720

13,395

目標値

41

1,000

12,400

従前値

39

500

9,100

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

地区区域内の人口密
度

こんぶくろ池及び周辺
のボランティア活動人
員

柏の葉キャンパス駅
の乗車人員

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

その他の
数値指標１

指　標

事後評価
確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

従前値

事後評価
確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

見込み・確定
の別

1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

人／ha

人

人



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

地区まちづくり活動の継続支援 ・こんぶくろ池公園ボランティア支援の継続
・柏北部地区農あるまちづくり事業の支援

・柏北部地区第二期都市再生整備計画に位置づけ
継続支援が行われている

・様々なまちづくり活動が進んでいることから、これらの活動を後方
支援し、活動しやすくする環境づくりが必要である
・こんぶくろ池周辺にて実施された「てづくり広場」イベントと同様
な、啓発事業の継続が必要である

効率的、効果的な都市基盤の運営・維持管理 ・防災倉庫、防災トイレの整備推進

・柏市公設市場の整備

・新設される中学校整備に併せ、設計等が進んでい
る

・耐震改修・老朽化対策（青果棟耐震改修工事）の
建築工事が進んでいる

・新設中学校敷地内に新規に設定する防災施設であることから、
地域防災計画等の見直し時に、防災施設としての位置づけを明確
化する必要がある

・今後、老朽化対策に加え、市場活性化施策の展開が必要である

安全・安心かつ賑わいを発信する地域核の整備 ・柏の葉キャンパス駅での交流イベント・オープンカフェ等の実施

・居住環境の向上による街の魅力の向上

・高質化整備された柏の葉キャンパス駅西口空間を
利用した交流イベント（マルシェコロール等）の開催
規模が拡大した

・持続可能な都市居住を推進するために、教育文化
施設としての中学校施設整備に関する設計等が進
んでいる

・柏の葉キャンパス駅周辺において来訪者の増加や、広域交流の
拡大を促進のため、公共公益施設の集約立地を進める必要があ
る

・より良い子育て環境を見据えた文教教育施設の連携整備が必要
である

都市基盤の整備・継続 ・豊四季宿連寺線の残区間の継続整備

・土地区画整理事業の推進

・物件調査、測量等の第二期整備が進んでいる

・柏北部東地区一体型特定土地区画整理事業を柏
北部地区第二期都市再生整備計画に位置づけ整
備が進んでいる

・未整備区間の早期整備

・人口減少・少子高齢化に対応した基盤整備の必要がある

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項

骨格・拠点となる水と緑の整備 ・こんぶくろ池の保全・管理のための用地確保を推進

・公園（こんぶくろ池、近隣公園等）、広場（調整池広場等）の整備
推進

・カシニワ制度の継続推進

・柏北部地区第二期都市再生整備計画に位置付
け、用地交渉等を進めている

・柏北部地区第二期都市再生整備計画に位置づ
け、公園・広場の設計等が進んでいる

・PRを通じ、カシニワ制度（カシニワ情報バンク、カシ
ニワ公開）への登録が進んでいる
・国の補助を受けてカシニワ制度促進事業（カシニ
ワ登録地における見学会、広報冊子の作成等）の
検討及び実施を行っている
・カシニワ制度の普及活動の一環として、カシニワ・
スタイル（柏の緑の空間を楽しむイベント開催）を開
始した

・こんぶくろ池の保全・管理を、NPO/ボランティア/行政が一体と
なって進めていく必要がある

・柏北部地区第二期都市再生整備計画期間内の着実な整備実行
と併せて長期的な視点に立った公園等の整備を進めていく必要が
ある

・普及活動、制度の継続性、カシニワ活動地の質の向上等をに努
める必要がある



様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

柏の葉キャンパス駅近くにおける公共公益施設の
集約立地

・柏の葉キャンパス駅周辺における人口増加に対応する他、持続可能な都市居住の
維持を図るため、柏の葉キャンパス駅近くへの公共公益施設の集約立地を推進する

平成27年度以降
・人口流入が進む地区における居住環境の向上だけでなく、柏の葉キャンパス
駅周辺は柏の葉キャンパスタウン構想に基づく国際学術都市の形成が進むと
ころ、来街者の増加や広域交流の拡大に対応する必要がある

柏市公設市場の活性化

・現在、市場の再整備を進めているが、平成10年をピークに市場の取扱高が減少して
いる。特に、周辺地域の市場では販売環境に対応した機能が付加され、市場間の競
争激化が進んでいる。そのため、耐震化等の老朽化対策に加え、販売環境の変化へ
の対応や、地元利用への対応強化等を推進する

平成27年度以降 ・市場への支援強化を推進する必要がある

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項











都市再生整備計画の区域

柏北部地区（千葉県柏市） 面積 632.3 ha 区域
高田の一部，正連寺，花野井の一部，若柴，柏の葉１丁目，柏の葉２丁目，柏
の葉３丁目，柏の葉４丁目，柏の葉５丁目，柏の葉６丁目，十余二の一部，中
十余二，松葉２丁目の一部，松葉３丁目，松葉４丁目，松葉５丁目，松葉７丁目

【図面作成上の留意点】

・下図は都市計画総括図を使用すること。未都

計の場合は、適宜下図を作成すること。

・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず

スケールバー・方位を記入すること。

・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りとし、

地区名、区域面積を記入すること。

【記入要領】

・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。

手賀沼

N

柏の葉
キャンパス駅

手賀沼

凡 例

国道１６号

地 区 界

常磐自動車道

つくばエクスプレス

凡 例

国道１６号

地 区 界

常磐自動車道

つくばエクスプレス

柏
Ｉ．Ｃ

国道16号

柏北部地区
632.3ha

つくばエクスプレス

東京大学
柏キャンパス

県立
柏の葉公園

千葉大学

柏の葉

キャンパ

ス

柏の葉公園住宅

至 北千住

至 つくば

県民

常磐自動車道

至 三郷

至 水戸

国立
がんセンター

N

０ 200        400         600        800        

つくばエクスプレス
東京大学
柏Ⅱキャ



地区内の人口密度 人/ha 39 （平成21年度） → 41 （平成25年度）

こんぶくろ池及び周辺の自然環境資源に関わるボ

ランティアの活動人数 人/年 500 （平成21年度） → 1,000 （平成25年度）

柏の葉キャンパス駅の乗降客数 人/日 9,100 （平成21年度） → 12,400 （平成25年度）

柏北部地区（千葉県柏市）　整備方針概要図

目標

大目標：柏北部地域１の拠点として機能する、活力と環境が調和した魅力ある環境交流

都市の形成
目標１：地区と周辺地域とのアクセス強化による中心性の確保

目標２：地域に残る貴重な自然環境資源を生かしたまちの形成

目標３：学術研究機関や産業支援施設、産業施設、柏の葉公園、こんぶくろ池公園,学校等公共施設の拡充

による地域住民の利便性向上，来訪者の増加、広域交流の拡大による活力の創出

代表的な
指標

○関連事業
・柏北部中央地区土地区画整理事業
・小学校施設整備事業

■基幹事業 公園
こんぶくろ池公園整備事業

□提案事業 まちづくり活動推進事業
こんぶくろ池公園ボランティア団体等支援事業

■基幹事業 地域生活基盤施設
公共サイン設置（４箇所４基）

■基幹事業 地域生活基盤施設
駅周辺道路案内標識設置（１箇所２基）

■基幹事業 道路
道路側溝整備事業

■基幹事業 道路
豊四季宿連寺線街路事業

■基幹事業 道路
柏の葉高校交差点改良事業

基幹事業

提案事業

関連事業

地区界

つくばエクスプレス

常磐自動車道

国道１６号線

凡 例千葉大学環境健康
フィールド科学センター

□提案事業 地域創造支援事業
小学校整備事業（用地取得：13，746㎡）


